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はしがき

本年報は努働省訓第 10琥に基き昭和 24年度

中に行った産業安全研究所の調査研究並びに

その事業概要についての報告である。
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C 2) 昭和＃＇年度年報

1. 賓施した調査研究項目

C 1). 研究項目 藁縄の強度並びに腐朽による強度の低下について（第2報）

握営者齋藤次郎、森 宜制

妍究の概要

前年度に於て陛地不明の藁縄から 57;4>: の試料をとり、箪純引張試験を行った結果、破断強度の測定値

は廣範園に分布してはいるが大閤に於て Gaussの誤差分布法則に従うように考え:れることを報告した。

これに績いて更に 81本の試料をとり、 27本すつを夫々 2週間、 4週闇、 6週間梅雨期の露天に放置し

てこれらの強艮低下を測定Lた所、新品を 100として、 2週間で66、4週間で44、6週間で37という値

を得た。

以上の豫備質験を終了したので、次に東京附近の数縣で生産された試料によつて強度を測定するにあた

り、試料の掴み方を改良し、平均強度及び確李強度の算定式を定め、破断強度間隔の決定を行つた。

(1) 試料の掴み方について 厚さ 2mm巾 10cmの鐵板で痙約 9cmの回筒部を有する "b,,型の

attachmentを 2個作り、園筒部に薬縄を 1.5回巻きつけ、先端を clipで止め、 "b"型の頭を試瞼機

（前報告の 4tonAmsler試験機）の chuckで挟み引張試験を行った。

(2) 平均強度及び確李強度の算定式

n; を按配後の観測強度幻の全個敗とすると平均強度るは

ー };n1功X=  ......................................................................... (1) 
};xl 

ふを X1の残塗、即ち＆＝云ー功とすると

平均誤差

標準誤差

~n1·I ふ I
p= ✓~n1(~n1-l) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(2) 

u=✓~ 翌...•••••••••••••••• ···•················ •••••••••••••••••••••••••••••• (3) ~n;-1 

-=1.253 .....................'. ..................................................... C 4) 

式 (4)は各霰測強度が Gaussの栖準分布法則に従うか否かの判別式である。

確李猫度 X は

X=x-K・ク・・・・・・・・・.........................._. .................................... (5) 

Kは確率値によって異る値である。

(3) 破断強度一度敷曲線を粛く際に必要な破断強度聞隔を決定するため新潟縣産の藁縄2玉及び埼玉

縣産の藁縄1玉を試料と Lて夫々 3通りの間除と 2通りの間隔で計算した結果、次表の如くその間に殆ん

ど差異を認めたかつたので 10kg間隔を採用した。
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新潟産4分縄 2玉（試料 350本）試験結果

I 
!kg間隔 5kg間隔 10kg間隔

平 均 強 度 xkg 112.0 111.9 112.0 

95劣確率強度 kg 65.2 64.4 65.2 

平 均 誤 差 pkg 20.8 
I 

20.9 20.8 

標 準 麒 差びkg 26.7 27.1 26.7 

〇- 1.284 1.299 1.288 
p 

埼玉産 4分縄 1玉（試料 121)本試験結果

1kg 間 際 10kg 間 隔

平 均 強 度砧kg 78.5 78 6 

95疹確率強度 kg 54.6 53.8 

平 均 誤 差 pkg 11.9 12.3 

標 準 誤 差 ukg 14.5 15.0 

<T 
1.219 1.225 

p 

(4) 研究結果

破断強度はすべて Gaussの分布法則に従うものと恨定して計算を行い、後に立ーを計算して一定値
p 

に近いか否かによって正規分布法則に忠質であるかどうかを検討した。

次表は試験結果を示すもので、 この試験によつて、平均強度は産地によつてかなりの差が存在するが

95劣確率強度は匠とんど差のないこと及び竺この値は大證 1.2・….. を示し概して Gaussの分布法則に
p 

従うものと考えてよいことが判る。

新潟産 千葉産 埼玉産 不 明 不

試 料 敷 350 175 121 57 

平 均 強 度 112.G 96.5 78.6 56.8 

95劣確李強度 65.2 62.3 53.8 37.6 

〇-

26.7 20.7 15.0 11.7 

p 20.8 16.0 12.3 9.6 

〇-
1.288 1.298 1.225 1.216 

p 

（末完）

(2) 研究項目梯子の滑止の研究

資嘗着齋藤次郎、秋山英司

研究の概要

明

35 

66.3 

42.2 

14.6 

12.1 

1.208 

現在 2~3種の梯子の滑止が使用されているが、それらが各種の床に使われた場合の安全な角度が不明



(4) 昭和争年甥年報

であるので、この貼を明かにすると同時に安全角度を限度する装置を考案して使用する者が安全に作業出

来るようにすろのが目的であろ。

(1) 摩擦係数測定装置

摩擦係敷を測定するため第1圏のようた装置を採用した。

園に於て

•A …·注二り台、 B …••• スプリング、
弟 J回

C・ ・・・・・・ハンドル、 D・…••試料のホールダー、

E……試料とスプリングを連結するフツク、

F……スプリングの伸を測定するスケール、

G-・ …•スプリングの一端に取付けた指針。

操作方法を説明すると D に試料を納め上に

定量すつ増加させて荷重を加える。 Cを廻して
彙

Aを辻らす。摩擦力の大き吋』は Bは伸びる

が滑動し始める限界がある。その限界罰占を G

が F上に指した目盛を讀みとり、 Bの滑動限界までの仲を出す。

(2)摩擦係敷 スプlJングの伸一荷重園（第2圏）を豫め作圏しておいて、 スプlJングの伸から最大

ef 
二

摩擦力を圏上で求める。然る時

摩擦係敷＝
最大摩擦力
荷直

(3) 試料の種類及び各種床材との間の摩擦係数の測定。試料として用いたゴム、コルク、コランダム

の形態を第3圏に示す。

第 2 回

ゴム 鼻つ ，，，？ コランタュ、

[[j 旦~ ． 

第 3図

6i 0 " I7'I 0 

吐出
10 ;JD 30 40 so .. •ぅ~↑， ,.-5. ~ 鼻-, 

一→ 1申
コ..ム直

”‘皿

床材はコンクリート、木材、鐵板、リノリウムの4種をとり、夫々乾燥朕態、漁潤朕態及び油氣朕態に

して前祀試料の静摩擦係敷を測定した結果は第4圏に示すようになった。
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この賓験の結果次のような結論を得た。

a. 漏潤朕態の場合は必すしも静摩擦係数は低下せナ、かえつて増大する場合が多い。

b. 油氣朕態の場合ぱ他の場合に較べて著しく静摩擦係敷が低下する。

c. コルクが一番性能がよい。

d. 床が軟質の場合はコランダムが最良であるが硬質の場合は一番悪い。

e. 滑動し始めてからの運動はゴムが一番緩かで瞬間的に動くことが少い。

(4) 梯子の傾斜限界角決定の計算

第5圏に於て

第 5 図

▼
 

良
4
`』

W: 梯子の自重

Wm: 荷重（人）

μ : 梯子と床との摩擦係敷

μ': 梯子と壁との摩擦係敷

Nb: 床の鉛直反カ

x、

NT: 壁に到する水手反カ

Fb: 床の水平反カ

FT: 壁に到する鉛直反カ

Fb=μNb=NT・......................................C 1) 

FT=μ/ NT…、....、......、.............................(2) 

FT+Nb-Wm-W=O ,,.,.,,..,,.,,., ... ., ... ,.,,,, (3) 

l 
Wmx+ W-2 +A・l・tan 0-Nb・l=O・・・・ ….. (4) 
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式 (2)を式 (3)に代入した式と式 (1)から

Nb= 
Wm+W 

NT~~ 戸-J……………・・・・・……·…•••……... (5) 

式 (4)に式 (5)を代入すれば

l (Wm+W)l 
Wmx+ W・ 2+  (μ, tau (}— 1)=0·· …... ・・・・...…………... (6;> 1+μμ' 

梯子の無負荷の場合及び或る荷重を加えた場合の tan0を測定して式 (6)に代入して得た2つの方

程式からμ を消去して μ,'=0.492.を得た。

1.98 cこの場合 W=ll.3kg, Wm=24.4kg x=-lとして計算した）
3.93 

ょっ-C:μ'=0.5として式 (6)からμ と tan0、との開係曲線を描くことが出来る。

第6岡はμ,'の種々の値に劉する曲線でおる。

第 6回
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(5) 研究結果及び試作品について。

コランダム以外のものい方が性能が優れているのである

が、磨耗及び入手の貼を考慮してコランダムを使用した滑

止の設計を行った。（第7圏）

この滑止を梯子に取付けて _f:から 3段目の棧に荷重

60kgを吊し、振動を興ぇて滑動する瞬聞の梯子と水平面

とのなす角即ち傾斜限界角を求めた。その敷値を次表に示

す。

床の料材
水平面と梯子との角

I 滑止のある場合 滑止のない場合I 

人造石磨ぎ出し又は鐵板

木 造

コンクリート

49°50' 

36°20' 

43°00' 

61°00' 

43°05' 

45°00' 

試作した滑止の特長は次の通りである。
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（イ）傾斜角の安全を考えて木造及びコンクリーい末の場合は 45へ鐵板又は人造磨出し床の場合は
550を安全傾斜角としたこと。

(2) この角限度に於て梯子の傾斜を止めるように装置を工夫したこと。

(3) 研究項目 昭和二十：：：年度某騨復奮改造工事に於ける産業災害の統計的研究（第2報）

撮嘗者本間陸雄

研究の概要

前報告に於ては研究の目的及び開始以後3箇月間に於ける報告を行つた。

調査は過去3ケ年間に於ける現場の賓積に基き向う 1箇年間に於て災害件敷約 1,000件（統計的分析を

行うのに必要とする最小限度の件数）を分析の劉象に出来る見込の下に開始したのであるが工事遅延等の

事情で工事量が激減したしめ豫定期間を繰上げ6ヶ月で一應中止のやむなきに至った、従つて研究の基礎

となる災害件敷は僅少であるため調査桧討した結果は趨勢を知る程度に止つた。

(1) 経験年数の少ないものほど傷害率は高い。

； 吋 度 敷 率

5 年 未 満 293.7 

10 年 ” 292.9 

15 年 II 61.1 

20 年 ” 387.'5 

20 年 以 上 66.2 

平 均 193.3 
度敷率． 災害件敷

・一害疫l晶江吐暉 ， X 1 000.000 

． 
経験年敷 15 年以上 20 年未満の傷害率が例外的に高率を示している。•このことは未経験エ（建設工業に

鰹験年敷別移動李

鰹験年敷 5年未満 26.'3 

” 10年 fl 33.3 

ff 15年 1/ 40.3 

” 20年 ff 47.0 

” 20年以上 36.3 

平 均 29.5 

のである。

， 

於ては概して熟練を必要とするので繰験年数

5年未満のものは未経験エとして取扱われ

る）が40劣以.l:も占めている朕況では熟練

を要し又は危瞼を伴う作業はこの紐験年数暦

のものが指導監督したがら自ら先頭に立つて

作業に嘗らなければならない朕態にあって負

撞が非常に重いと云う質情と全く一致するも

又移動率ほ経験年敷の高いものほど大きくた0--Cいるがこのことは未経験工の指導に影響を及ぼす結果

~ 李
20 オ 未 満
30 オ ” 
40 オ ’’ 50 オ ” 60 才 ” 60 オ 以 上
平 均

度 敷

240.1 

236.4 

274.3 

145.1 

193.3 

率
として一層経験年敷の少ないものりも除性を

高めていることも見逃し得たいJ

(2) 概して年令の低いもの匠ど偏害率ほ

高い。

(3) 偏害の蔀位については四肢に多く上

肢、下肢ほぼ相半ばし足、指に特に集中して

いろ。
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四肢を細分すれば

昭 和 2f,年 讚 年 報

部 15.1劣

部 21.0 // 

6 3 .6 !/ { 上下
肢 33.5劣

肢
肢 30.1グ

身

゜
上 ｛ 

指

肢腕（膊）

手

21.2% 

6.0グ

6.0t,, 

足

趾

脚

'
[
＇
ー
ー
＼

肢下

21.1劣

6.0~ 

3.0グ

災害の多い順から主なものを畢げれば

1. 指 21.2劣

2. 足 21.lu 

3. 胸 部 12.0 u 

4. 面 部 9.1、
5. 腕（膊） 6.0ク

5. 手 6.0、
5. 腹膝部 6.0 u 

5. 趾 6.0 u 

次の作業に於ける傷害部位の内四肢により占められろ割合は

物罷取扱運搬作業 80% 

加工作業 80グ

又作業行動による傷害に於ては四肢が 90劣を占めている、この種の作業に於ては手足の防護を特に考

慮する必要があることを物語つている。

(4) 偽害の性質では切傷、打撲、挫創が著しく多い。

傷害性質別分布

切 傷 34.2劣 忠目 折 2.9劣

打 撲 21.4// 挫 創 11.4 // 

裂 傷 2.9// 刺 傷 8.6// 

捻 挫 2.9グ そ の 他 5.7 // 

打撲の過半敷55劣は取扱運搬作業及び加工作業に於て登生しその中83劣は何れも取扱い又ほ加工中

の物閤に因ろものである。

切傷の約 30劣は加工作業及び不整頓により占められている。

(5) 傷害による強度の朕況は次に表示する通りである。
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部位BIJ強度 性質別強度

軽傷以上 I 徴傷以下

頭

胴

四

部

部

肢

33.3劣

40.011 

23.3 // 

66.7劣

60.0 II 

76.2 II 

＼ 性／質 軽傷以上 徴傷以下

打 撲 36.6% 63.4劣

切 傷 33.311 66.7 II 

刺 傷 。II 100.0 II 

挫 創 25.011 75.011 

(6) 災害の原因は作業行動災害及び倒壌崩頃に基くものが多い。

動力運樽に基くもの 7.1劣

作業に行動基くもの 71.4グ

特殊危除物に基くもの 3,6// 

倒壊崩壊に基くもの 17.9// 

雑原因に基くもの 。グ
1) 作業行動災害を細分すれば

使用中の手動機械若しくは手工具叉はこれによつて加工中の物罷に因るもの 14.3劣

使用中の手動吊揚機械若しくは手動運搬機械又はこれによつて積卸部中の物罷に因るもの 7,5グ

機械を用いない取扱又は運搬中の物罷に因るもの

物證の落下飛来に因るもの

物罷との撃突接獨又は踏抜に因るもの

墜落に因るもの

獲生の條件を見ると

ィ、「物罷との撃突接獨又は踏抜に因るもの」の約86%は作業場内の不整頓によろものであり、その中

19.1グ

19.1ク

33.39 

4.79 

の叉70劣ほ作業通路が必要な廣さだけ確保維持されていなかつたことに基いている。

ロ、「機械を用いない取扱叉は運搬中の物證に因るもの」でぱ人力運搬の場合が75劣占め、その全部が

物謄の取扱方法に課りがあったことに基因している。

，，，ヽ、「物謄の落下、飛来等に因るもの」の半敷は加工作業特に手工具による加工作業によつて占められ、

加工物謄の取扱に誤りがあったことを示しており、他は使用中の材料の不整頓及びエ具の峡陥によるもの

である。

2) 「倒壊、崩壊に基くもの」はその全部が作業用恨設 C足場等）によるもので、その半数がそのもの

の鋏陥であり、凌りは其の解骰作業によるものである。

仮設が原因として指摘せられるもの口内容は構成部材料及びこの支持の訣陥であり、解腔作業の場合は

作業に計饗性が社いか叉ぱ作業の順序に誤りがあるか或ば順序を踏まなかった l.めである。

(•7) 傷害の疲生する時刻j:10時~11時の間が最高であり、 14時~15時がこれについでいる 3 傾向と

しては 7時~8時から漸次高くなり 10時~11時を頂貼とし--c11時~12時に下降しその後漸高して再び

14時~15_時を頂黙として 15時~16時に下降し共の後高くたっている。

(8) 工事種別による傷害は経験年敷的に見れば基礎工事、配管工事では負傷全員、木工事に於ては約

70劣が経瞼年敷5年未満によつて占められている。傷害部位から見れば木工事では四肢が約77劣であるこ
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と、個設工事ではその大部分が墜落を伴った偏害であるので頭部及胴部等艦が約70劣を占めている、 こ

と及び木工事で四肢が約77劣であろ、ことに注目を要する。傷害性質別には慨設工事に於て切傷50%、

打撲30劣、木工事では切傷30劣、打撲及剌傷夫々 20劣とたつている。

(9) 職種別による傷害率は土工研工、人夫、大工が高いことを示している。

注目すべき事柄としては土工の傷害

率が特に高く全職種平均の 3.5倍に達

していること、製材工の努働損失が高

く全職種平均の 6倍に逹していること

である。土工の災害が何れも経験年敷

5年以上の所謂技能者によつて占めら

れていることからその従事した工事作

業内容を調べた所何れも土エ本来の職

務でたくてむしろ鳶工の扱う足場の組

立及び解開作業の場合に負傷している

ことが判明した。このことは事r,外の作業へ應援或は補助せしむるときは之等の努働者に封 L½はその有
する経験及び技能を期待しなくてもよい作業を選定するか或は優れた指導力と個験を有する専門職の下に

従事せしめるとかの方法を講ヤる必要があることを物語っている。又製材工の努働損失が非常に高い事賓

はこの種の作業に於ては一度傷害が惹起したときはその傷害程度は極めて大きいものであることを示して

いる。作業の遂行すろ上で特に高い技能を要求される大工職に於ては経験年数の少ないも0ほど偽害李が

高く、経験年敷 10年を境としてそれ以上のものの占める率は線平均値の半ばにも逹しない。

(4) 研究項目 カーバイド貯蔽タンクの爆褻災害の調査研究

撮営者田口 昇

調査研究の概要

昭和23年中に次に示すように 5ケのカーバイド貯蔵クンクの爆預があつた。

番琥 時日 容量 工場名 所在地 死傷者
（屯）

1 7月1日 100 K 工場 千葉縣 2 

＼ 鞭種 l 度 敷 李 I I件営り損失日敷
大 工 213.8 7.1 

鳶 工 126.1 

土 工 722.7 2.7 

人 夫 223.9 

左 官 56.8 

石 工 76.7 

祈 工 366.7 2.7 

製 材 工 188.7 32.0 

衛 生 工 189.8 

平 均 193.3 4.15 

2
 

7月10日 260 D // 幅岡縣 5
 

3 9月9日 10 K // 廣島縣 5 

4 11月4日 300 S 埼玉縣 2 

5 12月213 22 H ク 廣島縣 5 

爆褻工場管轄の努働基準監督署に提出せられた報告によって調査を行った後第1、第2及び第4例のエ

場に出張して爆褻原因の現地調査を行った結果次のような事賓を確認した。

(1) 爆疲の主原因は水分の存在に基くもので、疲生したア七チレンが空氣と混合して爆狼性混合ガス

を成生している時にカーバイドを投入しその衝撃によつて痰火したものと考えられる。即ち第3、第4及

び第5例ではクンクの底に敷いた木材片が水分を吸牧していること、（木材の漁氣を吸牧する朕態は第8瀾

に示した寅験から容易に推定出来る。）第1及び第2例では容易に大氣中の温氣が侵入し得られるような
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構造上の鋏陥（氣密不良）のあろことが認められた。

(2) 災害防止上2つの鋏陥を指摘出来る。即ち第2及

び第4例ではタンクに窒素ガスの導入をしてはいるがその

送給に訣陥があつて墓が不充分であること，何れの例に於

ても新しいカーバイド塊投入前にガス分析を行つていない

ことである。

以上の調査研究後山形、新潟縣下の主要なカーバイドエ

場のカーバイド貯蔵タンクについて現地研究を行う他、閥

係工場の協力を得て全部で398のカーバイドクンクに付て

その構造、取扱及び災害防止方法の報告を集めることが出

来たので取まとめて研究所報告第4琥とした。

この報告で前記5災害例について詳細に論義した事項は

次の通りであろ 3

1: 災害獲生時の朕況
2. 爆獲タンクの構造

8. 爆獲原因

4. 其の他

尚この種災害の防止策として次の項について提言を行った。

1. カーバイド貯蔵タンク建設の位置と建築物について

第 8 圏

ヵーバイド貯蔽容器中に入れた木材片
の含水量の菱化
A. 室内乾燥したもの C含水量10.38)
B. 渥潤空氣中に置いたもの（含水最
18.55) 

C. 水中に置いたものく含水量85.42)

M···•·• 8― c-- 一•一

・
う
合

し
~

2. 貯蔵タンクの構造について

a. 設計及び材料

b. 投入孔及び取出孔

c. 爆痰抑制のための安全孔

3. 不活性ガスの導入について、

a. 不活性ガスの効果

b. 窯素ガスの導入方法

4. タンク中のガス組成の観察について

a. ガス分析の必要性

b. ガス分析方法

この報告は本省基準局安全課を経て全國の努働基準局及び監督署に、闘係工場には直接配布した。

参考のため我國のカーバイド工場に於けるタンタ据付朕況を示せば昭和24年1月現在では次のようで

あろ。

100噸未満のもの 73 400噸以上 500噸未満 15 

100噸以上 200噸未満 64 500噸以上 1000噸未満 15 

200噸以上 300噸未満 104 1000噸以上 2000噸未満 12 

300噸以ート 400噸未満 114 3000噸以上 1 
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(5) 研究項目 アセチレン獲生器爆褻原因の統計的調査研究

握嘗者田口 昇

調査研究の概要

最近に起つた爆嶺原因を把握するために、地方努働基準局を通じて報告された昭和23年1月から昭和

24年5月までに起つた爆獲災害について調査した。
綿計 102件にのぼる災害によつて次のようた爆褻の賓朕が明かになった。

(l) 都道府縣別爆稜朕況

r道府縣1昭和1昭和24年lその他 叶・ 昭24.8末都道府縣昭和昭和24年
別 2 3年 1~5月 P 設置敷 別 I 2 3年 1~5月 1ぞの他 l
北海逍 I 4 I 2 I I I 7 I 2,019 滋賀 I 1 I I I 
宵森I I I I 223京都 I I ·•1 I 
岩手I I I I 

I . I 
[・I I 361大阪I 2 I 2 I I 

I 1 I 2 I 宮城 I 3 I 600兵庫I 2 I 2 I・ I 
秋田I I I l l 1 I 263奈良I 1 l l I 
山形I3 l j 1 I 4 I 491 和歌山 I I I l I 
輻島I 3 I I ¥ . , l 695鳥取I I I i 
茨城I 3'I I ・I I 4 I 627 I島根I. 1 I I I 
栃木 I 4 I I I 4 I 60, i岡山 I 4 l 2 I l 
群馬I 3 I l I 4 I 507廣島I 2 I l I I 
埼玉I I I . I I I I 927 i山口 I I I .l 
I . I I I 741饒島 l I 

東京 I 6 I 3 I l・9 I 2,516 I香川I I 
紳奈川I・・ I I I I 2 I 1,813 愛媛 I i I 
1 I 2 I j / 3 [・s 18 高知 I I . I 
I I I I 632 I五町 5 I I 
I I I I 392 l佐賀I 2 I 
I I I I I 

I 
1 306 I長綺 I I I I 

1 ¥ ¥: I 1 117/熊本 3 
1 I I I 

2 I -1 I 1 I 4 I 700大分I 3 3 I 
4 1 ¥ 4 I 742宮崎 I I I 
4 1 ¥ I 4 I 1,513 鹿兒島 I I 
I I I I 1・"0 I I I l I 
l . I I・I I I 636 !, 計 1 70 I 2~I 

千葉

1

,

L

 

潟

山

川

井

梨

野

阜

一

岡

知

重

新

富

石

顧

山

長

餃

静

愛

―

―

―

計
昭24.8末
設置藪

I I 208 
_:__ 

I I 94! 
-4 I 2,069 
: 4 I l.399 
I I 114 
.I l 159 
、I137 
l I 209 
6 I -542 
一

3 ¥ 1,093 

ロ
! I I 19 
I I 299 
I ! 2 I 625 
I I 251 
I 5 I 2,574 
I 2 I 542 
I I I 687 
「了7602 
6 I 360 
I I I 438 
I I 272 

I I 
5 l 102 I 34,149 

(2) 災害は修理業、金属工業、機械器具工業に多い。
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業 態 別 災害件敷 栗 態 別 災害件敷

金 麗 工 業 2'2 修 理 業 30' 

機械器具工業 21 鎖 栗 2 

化 愚 工 禦 ， 土 建 栗 5 

食料品工業 2 陸 運 禦 10 

紡 織 工 業 l 

(3) 爆褻原因を逆火爆褻、詰替中の爆獲、動揺に基く爆疲、修理中の爆獲、共の他と分けて見ろと、

災害件敷に於ては逆火爆褻が最も多いが、死傷者の敷と程度に付ては詰替操作中の爆褻と動揺、衝撃によ

るものとが多い。‘尚逆火爆褻は殆んどが安全器の訣除か水不足或は不良た安全器の使用に原因していろこ

とに注意を要する。

爆褻原
因 I災害件敷 死

亡 1重

傷者

傷 1 軽 合

敷
―
ー
―傷 計

火

替

揺

理

他
の

計

逆

詰

動

修

其

40 

25 

19 
JI 

7 

102 

2

3

8

3

4

0

 

1

3

 

1

1

6

1

5

 
3
 

6
 
I

I

 

2

2

1

0

2

7

 

5

1

0

9

7

2

 

3

2

7

 

(4) 褻生器の種類については浸漬式褻生器が墜倒的に事故多く、全罷の約80劣を示し、その中 70劣

は移動式のものでもる。

原 因 別 災 害 件 敷
型 式

火 I詰 替 1 動 揺！修理！其の他 I合計逆

浸漬式 1 2 7 ' 
I 14 

引注水式
II 

゜
2 4 

゜
17 

式投入式

゜ ゜ ゜
I 

゜
I 

小計 18 3 3 7 I 32 

移l:漬 式 22 21 16 4 5 68 -
水 式

゜
・o 

゜ ゜
I I 

動 投 入 式

゜
I 

゜ ゜ ゜
I 

式
小 計 ‘ 22 22 16 4 6 70 

A, ロ 計 I 40 I 25 I 19 . I ． 11 I 7 I 102 
(5) 浸漬式可搬褻生器の中で最も危桧な型と目されるものは次の寸法のものである。

水室；厚さ l-4mm 径 25ー 58cm 高さ 50ー80cm

氣鐘： // 1一3.~ // 25-40~ ク 40-80// 

肖又*封安全器、安全排氣管又は氣鐘支柱のたいものが多く爆稜を起している。

(6) 爆疲のために褻生器の受けた破壊朕況を見ると、氣鐘が比較的著しい破損をしているのに封して
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水室其の他の被害は比較的少ない。 これは爆疲力が上方に向うためであることを證明している。

上記の爆疫原因の調査はアセチレン褻生器試作の基本を得るために行ったのであ ろが、災害防止封策樹

立に役立つので、本省努働基準局安全課を通じ地方努働基準局に報告した。

(6) 研究項目

擦 者

研究の概要

営

高濯高歴下に於ける導管の材質愛化の研究

安 藤 正、 石 柄 公 人

(1) 水素添加筒の排出管

硬化油製造の水素添加筒からの排出管内部が髪化した朕態を瞼べる目的で試料を手に入れた。最初管の

内側は 300℃ 300氣艇下反應によるものが排出されるから組成は脱炭されて非常に愛化を受けているも

のと想定していたのであるが冷微鏡で見ると脱炭の形跡が認められなかつた。この現象は恐らくは不飽和

油が浪j濫嵩懇―Fで分解して生じた脂肪酸が脱炭されるにつれてその部分を腐蝕したものと考えられる。

第9闘は排出管と導入管の概観第10岡は排出管の検微鏡窯置を示す。

第 9 岡

上！ま水素により浸蝕されたバイプ
下ほ末使用のパイプ

食

(2) アンモニヤ合成反應筒附圏の冷却器導入部管。
吋疇

約2.5年間の使用によつて痙 21x45mmのものが 23x36mm

となった軟鋼智を入手して、 その組織斐化を見よう としたもの

であるが、管全腔が窒化されて幾多0)旭裂を生じ材質の組繊ぱ

見られなかつたものである。この部分の検微鏡窟置を第i1岡に
示す。

第 11 圏

X 100 
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(7) 研究項目 主要業態別災害獲生朕況の統計調査（第3報）

藷嘗者秋山英司

調査結果の概要

C 15) 

昭和22年から 14業態に凰する 500ー1.000名以上の努働者を有する工場の協力を得て毎月の災害報告

を受けているが、その昭和 24年中の統計を報告すろものである。

この年度に於ては別表に示すように紬計130工場の報告を受けている。

この統計によつて災害の傾向を論じて見るならば

(1) 死亡災害では 製材業及び木製品工業では件数が僅かに1に過ぎたいが、その率では最高となつ

て居り、金島精錬業、船舶製造業、肥料製造業、工業薬品製造業が件敷、率共に高いd

(2) 殷失災害では件数、率共金島精錬業、船舶製造業、工業棄品製造業、電氣機械器具類製造業、鐵

道車輛製造業が高い数字を示している。

(3) 重偽災害は件数は金蜀精錬業及び船舶製造業が群を抜いているが、災害率になるとセメント製造

業、船舶製造業、鐵道車輛裂造業などが著しい゜

(4)・翻傷災害では件数の多いのは船舶製造業、金脆精錬業、鐵且罰I輛製造業であるがヽ且度敷率でば鐵

道車輛製造業、船舶製造業、自動車製造業、セメント製造業、金屁粒錬業が高率を示している。

(5) 死亡渇£失を含めた休業災害の小計を見ると、件数は船舶製造業、金屈精錬業、鐵道車輛製造業．

肥料製造業の順になつているが、度数率では船舶製造業、鐵道車輛製造業、セメント製辿業、自動車製造

業、金属精錬業が5以ート立の数字を示している。

(6) 度数率について昭和 23年との比較をして見ろと、率の増加しているものは金恥精錬業 (4.050か

ら 5.088に） 鎧道車輛製造業 (5.963から 7.725に） 自勁車製造業 (3.489から 5.278に）船舶製造業

(7.203から 8.030に）駿絲業 (0.147から 0.205に）などであつて、率を減じているものは、化槃繊維

製造業 (3.041から 2.219に）、共の他の粟態は持合い（小数貼以下の愛動）にたつている。

2, 産業安全参考館の運螢並びに事業賓施朕況、

(1) 安全参考館の運螢

a. 展示資料の蒐集

本年度に於ては参観者の劉象を安全管理者及び安全技術者におき、参考賠の内容をこれ等の人々に員に

有効適切な資料とするため、従来より一層徹底した資料の蒐集を圏つた。即ち本省安全課を通じ、全國努

働基準局長にその蒐集に協力を依領すると共に、東京、神奈川、大阪、兵庫の主要工場、事業場約108に

到して直接営所員が出張して出品依頓を行った。その結果幅田式動力急停止装説（大阪）、汽罐溶接士技

能試験テストビース（茨城）、遠心分離機の災害惹起物（愛卸）ケワニ型ボイラーの側板膨出した現物（神

奈川）、糠油抽出用タング破壌現物（東京）その他約 20貼の資料を蒐集することが出来た。

b. 内容の充質

8月下旬に参考館の展示方式を廻廊式に改めると共に、．蒐集した資料に米國安全資料を加えて内容を充

賓した。
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〇中央ホール

従来の安全管理部門の他、新に研究所の研究朕況を紹介する部門を設けた。

第1琥室及第2琥室は本年7月改正した死傷災害原因ZIJ分類の順序に従つて配撻替を行った。

0第 1琥室

動力運轄の部門に充て、動力偉導装置、動力揚重機、動力運搬捜、一般動力機についての安全劉策資料

及び災害惹起物と各種C統計表を夫々比較し得られろようにまとめた。

0第2琥室

作業行動、特殊危険物、火災、衛生の部門に充て、手動揚重運搬機、手動機工具、取扱運搬、飛来崩

填、撃突踏抜、墜落及び電氣、毒劇物、爆猿破裂、高熱物並びに火災についての資料等を展示した。

因みに アセチレン溶接、汽罐、丸のこについての資料は従来通り研究室2階に展示している。

(2) 事業賓施朕況

a. 安全週間の行事
7月1日から 7日まで賓施された本年度安全週間に嘗り中央ホール及び講堂を利用して次の行事を開催

した。

0展示會

期間 6月15日から 7月31日まで

1. 認定安全装置の展示

努慟省労働基準局長認定の各種安全装置を廣く普及させるため展示した。その主なるものほ次の通りで

あろ。

ィ、 丸のこの安全装置

ロ、 アセチレン浩接の安全器

，，ヽ、 ベルトのレーシング

二、 プレスの安全装撻

ホ、 動力急停止装置

〇全固安全週間のポスクーと標語の展示

努働省努働基準局で募集したもの約100嬰註を展示した。

〇安全幻灯と映粛の會

期間 7月1日から 7日まで

安全幻灯は GH.Q.から供輿された「指導者に従ぇ」「機械の防護義務」他敷本、映粛は C.I.E.の

「火の用心」「公衆衛生」等を映窪した。

3. 

b. 展示會の開催と出品

0努働展

努働省設置2週年記念に営り 9月1日から 4月10日まで勢働省主催の下に三越で開催された「努働展」

に次の資料を出品した，

ィ、 破損した砥石

ロ、 丸のこ作業に於て反ばつした木材
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ハ、 丸のこの安全装撻

二、救命帯

ホ、 サンドプラスト用保護具

へ、 シールド

ト、他数鈷

〇安全と衛生の保護具展

昨年度嘗研究所及び努働衛生保護具協會の共催で中央ホールに展示した保護具展はその後各地で開催の

希望があつたので資料を送附開催の援助をした。

5月 3日から 7日 神戸市

7月26日// 1 日 輻岡縣八幡市

7月26日グ 8月1日

8月

大阪市

和歌山市

徳山市9月

0其の他の資料貸興先

5月20日 長野努働基準局

6月11日 日鋼川崎製鐵所（神奈川）

6月25日 日鐵八幡製鐵所

6月27日 日鋼川崎製鐵所

6月29日 日東化學（神奈川）

日本事務器（東京）

9月30日 日本電氣三田工場

10月25日 神奈川大學

ボスクー 100枚

幻灯フイルム 11本

ポスター 60枚

‘’ 150枚

‘‘ 50枚

ヽ 50枚

移 動 展 2組

自動離脱機

移動様子臨車カバー外 9黙

ボスター 13部

12月26日 近畿日本鐵道（大阪） 幻灯フイルム 14本

c. 安全資料の作成 米國安全資料 13部

移動展用として G.H.Q.から先年供輿せられた安全幻灯フイルム「整理整頓」「物品取扱に頭を使え」

の2編から撰大した寓箕を復製し、これに説明を加えて各 16枚組とした。

これは参考館で展示すると共に希望する向に貸典している。

(3) 参観者数

本年度嘗参考館の参観者は一日平均270名で、咋年と大差はないが、圏證参観者が増加しついらる。こ

れに封し口は展示品の設明をはじめ、安全についての講演、或いほ幻灯等を映窯している。

本年度に於ける主なる圏罷参観者は次の通りであろ。

4月 9日 鐵道数修所生徒（東京） 叫約 100名

4月22日 昭和電工川崎工場養成エ（神奈川） 約 50名

4月30日 横須賀監督署管内、安全管理者、衛生管理者 (ijilp奈川）約 150名
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5月26日

6月28日

7月 1日

7月 4日

7月 5日

7月 7日

IO月29日

11月 8日

11月24日

25年 1月17日

// 1月23日

// 3月31日

(4) 安全指導

昭和 2P年度：年報

電機果園生徒（東京）

松戸監督署管内安全管理者、衛生管理者（千葉）

日本鋼管川崎製鐵所（神奈川）

五十鈴自動車 KK (神奈川）

共和スレート KK

共和レーザ.,_K K寺島工場（東京）

電機學園生徒（東京）

大阪安全衛生協會（大阪）

早稲田大學工業純螢科學生（東京）

東京鐵道局橋本自動車工機部養成所生徒（神奈川）

約 50名

約 150名

約 150名

約 70名

約 80名

約 50名

約 100名

36名

約 100名

約 50名

東京鐵道局各工機部安全衛生委員（東京、軸奈川、埼玉）約 50名

今市監督署管内安全管理者、衛生管理者（栃木） 約 50名

各地圏腔又は工場事業場の依頼に基いて安全指導或ほ安全講演を行っているがその主なる朕況は次の通

りであろ。

月 日 i 用 務 出 張 者 出 先

. 一

6 15 安全諧習 I 武 田中中、 中島 名古屋（査業安全協會支部）

16 
” 島 稗戸（ ” ） 17 
” 島 京都（ ’’ ） 

18 // 武田、 中島 大阪（大阪安全衛生協會）

20 // 中 島 廣島（産業安全脇會支部）

22 ・,, 
” 笠戸（山口縣安全衛生協會）

‘ 
23 ” ” 宇部（ ” ） -24 II 

” 輻岡（産業安全協會支部）

30 fl 

” 大牟田( II ） 

7 I 安全講演 ” 日鐵八幡製鐵所

2 ” 
II 三菱化成牧山工場

6 20 安全講習 齋 朦 山形（山厖努働基準協會）

11 4 現地指導 中島、 齋藤 日本曹達＝本木工場

5 安全講習 II ヽ

” 高田（上越工場懇話會）6 幻 灯 中 島 中 央 電 氣 工 業

7 ” “ 第 ． 電 工

2 21 ” 戸 田 日立製作所 日立工場、電線工場

22 ’’ " ” 多賀工場23 ” 
II• 

” 水戸工場'3 3 
｝現地指導

中島、 齋安 藤藤 日本軽金局清水工場
4 田口、

5 

｝ 蒲原工場’’ ” fl 

6 
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3. 施設使用朕況

営研究所講堂使用朕況は次の通りである。

月別件微：延H藪閃用賃 月別件敷延日敷閃用賃 月別＼件敷延日敷杞賃

4月 17 25 1.542 9月 7 19 705 

5月 14 30 2.143 10月 7 15 902 

6月る 15 23 1.094 11月 18 42 2.250 

7月 23 34 1.501 12月 17 19 595 

8月 15 23 1.137 1月 10 IO 835 
’― 

4. 経

費

I 昭和 24年度決算額
園

消 耗 11ロ11 費 423,883.64 

・施 設 費 1.075り69.64

人 件 費 4,445,629.84 

合 計 5,944,683.12 

5. 職員構成

専任研究者
'-叶

大學卒業 高専卒業 その他 計

13 5 5 3 

6. 幹 部 職 員

所長心得 中 島 誠

土建科長 齋 藤 次 郎

参考館科長 木 間 陸 雄

機械科長 秋 山 英 司

化學科長 田 ロ 昇

2月 13 18I I '・ 

3月 19 29 

計 175 287 

平均月 14.6 23.9 

昭和 25年度豫算額

521,500圃.00 

1,547,900.00 

4,384,600.00 

6,354,000.00 

補助者

6 

その他

25 

635 

1.725 

14.864 

1.244人



昭和 24年主要業態別死亡傷害統計 （別紙）

工 在職 就業延 公傷映励 災 害 件 敷 災害痰生年千人率（災害件敷＋在職々エ敷Xl-000) 度敷率（災害件敷+就業延時間散Xl00.000)

業 態 別 塩 職工檄
→ --- -- ------~------『――-

死亡災忠廣失災害----~休-·--·業―-- 災 害 休 業 災 害
敷 月平均 時間敷 延 H 敷

死亡災叫如た災害―--休 業-- ―災----害-----—，ー―-小計不休災害 小計 不休災害死亡災害麿失災害 小計 不休災害＇ 前偽轄偽徴傷 重傷軽傷徴傷 重傷 軽侮 微傷--- -~ - - ．．． - -
ー→ー一~-ー

金 風 精 錬 業 11 56,669149,394,461 95,934 52 651 1,098' 5,375 424 7.600 13.608 0.918 11.488 19.376 94.849 7.482 134.113 240.131 0.035 0.436 0.735 3.598 0.284 5.088 9.109 
9 → -ー．． ,. -- - - -- . 

電氣機械器具類製造業 12 19,168 40,399,069 21,838 2 26 213 560 225 1.026 2.059 0.104 1.356 11.112 29.215 11.738 53.525 107.419 0.005 0.064 0.527 1.386 0.557 2.539 5.097 
--- ----・--- --- - - ---

鐵道車輛製造業 ， 18,770 39,934,492 37,672 1 25 482 1,942 635 3.085 11.630 0.053 1.332 25.679 103.463 33.831 164.358 619.6( 0002 0.063 1.207 4.863 1.590 7.725 29.123 ＊ 

1156・.,9―20310 I - . 

-- -- ---- -----

自動車製造業 3 26,160,411 10,457 2 15 172 1,035 157 1.381 3.437 0.168 1.260 14.453 , 86.967 13.192 116.040 288.799 0008 0 057 0.657 3.956 0.600 5.278 13.138 
―- -・-- --- - - . - ―.  - ----------- --- - --

船舶製造業 19 128,632,723 112,270 35 86 1,595 6,195 2,418 10.329 36.690! 0.622 1.529 28.366 110.173 43.002 183.692 652.499 0.027 0 067 1.240 4.816 1.880 8.030 28.523 
------- ー・-- -- ------— ー・←—

工業築晶製逍業 8 11,957 28,481,846 18,242 4 20 314 695 201 1234 6.136 0.334 1.673 26.261 58.125 16.810 103.203 513.1721 0.014 0.070 1102 2.440 0.706 4.332 21.544 
- ---..... -・- - --

製 紙 業 8 6,060 14,182,699 7,180 1 1 145 283 106 536 732 0.165 0.165 23.927 46.700 17.492 、88.449 120.792 0.007 0.007 1.022 1.995 0.747 3.778 5.161 
-、-—- -・- -~--

化學繊維製造業 11 27,925 73,414,340 16,511 4 14 353 916 342 1.629 3.431 0.143 0.501 12.641 32.802 12.247 58.334 122.865 0.005 0.019 0.481 1.248 0.466. 2.219 4.673 
---―- -- --—--~ 

肥 料 製 造 業 ， ’ 22,434 49,186,399 25,977 8 ， 433 1,160 629 2,239 3.553 0.357 0.401 19.301 51.707 28.038 99.804 158.3761 0.016 0.018 0.880 2.358 1.279 4.551 7.224 
-- --

セメント製造業 8 4,080 9,874,761 9,053 1 2 167 355 110 636 339 ・0.245 0.490 40.931 87.255 26.961 155.882 83.088 0.010 0.020 1.691 3.605 1.114 6.440 3.433 
，， .. . -

製 絲 業 6 1,436 3,406,017 104 1 6 7 3 0.696 4.178 4.874 2.089 0.029 0.176 0.205 0~088 
.. - - . --

紡 績 業 14 23,923 56,400,294 8,683 1 125 432 215 773 3.622 0.042 5.225 18.058 8.987 32.312 126.322 0.002 0.222 0.766 0.381 1.371 5.358 
---・-- ． 

織 物 業 6 8,288 18,305,383 2,559 1 3 34 141 47 226 796 0.121 0.362 4.102 17.012 5.671 27 268 96.042 0.005 0016 0.186 0.770 0.257 1.234 4.348 

製材業及木製品工業 6 697 1,566,313 825 1 18 37 29 85 362 1.435 25.825 53.085 41.607 121.952 519.369 0.064 1.1491 2.362 1.851 5.426 23.112 

備 考本表は工場よりエ掘凡偏炎街月報として報告を受けたものを集計盛理したものである。


